
 

 

令和3年 

食育だより 

 10月は食品ロス削減
さくげん

月間です。食品ロスとは「食べられるのに捨てられてしまう食べ

物」のことです。日本では年間約612万トンが捨てられ、これは国民1人あたり、ご飯

茶わん 1 杯分の食べ物を毎日捨てていることになるそうです。食品ロスをそのままにし

ておくと、たくさんの食べ物をむだにしてしまうだけでなく、環境
かんきょう

の悪化を招き、地球

規模
き ぼ

の食料危機
き き

にも対応できません。食べ方や生活の工夫で、ぜひ解決したい問題です。 

子どもたちはいろいろな食べ物や料理に出会い、はじめての食べ物や料理に 

も挑戦しながら、自分なりの食事への姿勢を作っている最中です。そうした 

食事に向かう姿勢の1つとして、食品ロス削減
さ く げ ん

の観点
か ん て ん

も大切にしていきたい 

と考えています。 

（毎月19日は食育の日） 鋸南町学校給食センター 

10月号 

学校給食で取り組む食品ロス 

自分で皮をむいたり、ほねを

とったりして食べるための準備

ができるようにしています。 

給食時間の様子や戻ってきた

食缶などを見て、次のこんだて

へのヒントを探しています。 

足りなくなったり、作りすぎ

たりしないよう、毎日の人数に

合わせた量を計算して作ってい

ます。 

毎日の給食メモのテーマは、

食材・料理・生産者・生産地のこ

となどです。知ることで、給食が

身近になるよう工夫していま

す。 

「熱いものは熱く、冷たいもの

は冷たく。」できたてのおいしさ

が味わえるように、どのクラス

も配膳時間の短縮に取り組んで

います。 

苦手なものも、よくかんでいる

うちに「意外と食べられる！」と気

持ちに変化が出てくることがあり

ます。挑戦してくれる子のために、

どの料理も一生懸命作ります。 

 

旬の時期はその食材がよくと

れ、味や鮮度のよいものがたくさ

ん出回ります。素材の味だけで十

分おいしく、季節の貴重な味だと

思うと大切に食べる気持ちが出て

きますね。 

楽しみながら食品ロス削減 

作り手になると食べ物の見

方が変わります。材料や味付

け、量の加減など自由自在。 

一緒に楽しく料理ができると、

ますますおいしくなりますね。 

消費期限と賞味期限を区別

し、賞味期限内のもので、すぐ

に食べきれそうなものは、日付

の新しさにこだわらず購入で

きますね。 

なるべくのこさず食べる工夫をしよう。 

食べ方を学ぶ ふり返る よくかんで食べる 

人数分を正確に作る

る 

配膳時間を短く

る 

献立のねらいを知る

る 

児童生徒のより一層の安全・安心の確保の観点から、提供する学校給食の食材についての放射能

検査を行っています。９月１７日に給食用精白米について検査した結果、不検出でしたのでお知ら

せします。（今までは鋸南町ＨＰに検査結果をお知らせしておりましたが、今回からこちらに掲載

することになりました。） 

。 


